
出
会
い
頭
の
「
お
疲
れ
～
」「
お
疲
れ
様
」
に
つ
い
て

～
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
用
い
て
の
使
用
区
分
～
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辞
書
類
で
の
「
お
疲
れ
（
様
）」
に
関
す
る
記
述
は
、「
疲
れ
た
と
思
わ
れ
る

人
を
敬
い
、気
遣
っ
て
言
う
あ
い
さ
つ
言
葉
」（『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』

二
〇
〇
二
）
や
「
仕
事
が
終
わ
っ
て
帰
る
時
に
言
う
挨
拶
」（『
集
団
語
辞
典
』

二
〇
〇
〇
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
お
疲
れ
」
が
出
会
い
頭
に
も
使
わ
れ
て
い

る
実
態
を
ア
ン
ケ
ー
ト
を
用
い
て
調
査
し
た
。日
本
語
母
語
話
者
三
三
〇
名（
男

性
九
四
名
：
女
性
二
三
六
名
）
を
対
象
に
二
十
二
項
目
の
質
問
を
作
成
し
、
十

代
一
九
三
名
、
二
十
代
一
三
七
名
の
大
学
生
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
「
昼
、学
校
で
そ
の
日
は
じ
め
て
部
活
動
の
先
輩
に
会
っ
た
と
き
」の
設
定
で
、

「
お
疲
れ
様
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
と
の
回
答
が
二
十
代
五
四
・
四
％
で
「
こ

ん
に
ち
は
」
の
五
一
・
四
％
を
上
回
っ
た
。
一
方
、
十
代
で
は
、「
お
疲
れ
様

で
す
」
が
三
七
・
五
％
で
、「
こ
ん
に
ち
は
」
の
四
六
・
八
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

選
択
肢
に
は
、
黙
礼
（
会
釈
）
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
九
％
以
下
で

あ
っ
た
。（
複
数
回
答
可
）

　

こ
の
点
か
ら
、「
お
疲
れ
様
で
す
」
を
出
会
い
頭
に
使
わ
れ
始
め
る
の
は
、

学
生
が
大
学
に
入
っ
て
か
ら
で
、
ま
だ
一
～
二
年
生
の
こ
ろ
に
は
、
あ
ま
り
出

会
い
頭
に
「
お
疲
れ
様
で
す
」
を
使
わ
な
い
の
に
、
三
～
四
年
生
に
な
る
と
過

半
数
を
上
回
る
使
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
に
も
「
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
出
会
い
頭
で
『
お

疲
れ
』
と
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
記
述
が
多
数
見
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に「
昼
、ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
店
内
で
部
活
動
の
後
輩
に
会
っ

た
と
き
」
の
設
定
で
、
十
代
・
二
十
代
と
も
に
「
こ
ん
に
ち
は
」
が
十
八
％
前

後
の
使
用
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
お
疲
れ
」
の
使
用
が
五
十
三
％
前
後
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
学
外
で
部
活
動
の
仲
間
同
士
が
「
お
疲
れ
」
の
使
用
を
通
し
て

仲
間
意
識
を
伝
え
合
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。現
代
の
学
生
に
と
っ
て
は「
こ

ん
に
ち
は
」
が
よ
そ
よ
そ
し
い
挨
拶
言
葉
で
、「
お
疲
れ
」
が
同
族
意
識
を
確

認
す
る
内
向
き
の
挨
拶
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、「
勤
め
先
（
ア
ル
バ
イ
ト
先
）
に
出
勤
し
て
、
挨
拶
す
る
と
き
」
の

設
定
で
、
十
代
の
「
お
疲
れ
／
お
疲
れ
様
で
す
」
が
七
二
・
六
％
で
、
二
十
代

の
六
三
・
九
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
の
「
お

疲
れ
」
の
多
用
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
部
活
の
方
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
同
設
定
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
は
、
十
代
で
二
九
・
八
％
、

二
十
代
で
一
八
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
速
司
正
成
（
二
〇
〇
四
）

の
「
あ
い
さ
つ
表
現
と
し
て
の
『
お
は
よ
う
』」
の
調
査
研
究
（『
山
口
支
部
研

究
紀
要
』
第
九
号
、
一
三
五
～
一
五
〇
頁
、
全
国
語
学
教
育
学
会
・
日
本
教
育

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
山
口
支
部
発
行
）
の
結
果
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
か
ら
、

わ
ず
か
十
年
ほ
ど
の
間
に
ア
ル
バ
イ
ト
先
に
出
勤
し
て
、挨
拶
す
る
と
き
の「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
が
「
お
疲
れ
／
お
疲
れ
様
で
す
」
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
推
移
を
み
る
上
で
も
、
追
跡
調
査
が
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

（
く
き
た
・
よ
う
こ
）
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